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１　年の離れた兄貴のような

　伊藤昭治さんといつ、どこで、初めてお会いしたのか思い出せない。同志社の司書課

程のホームカムイングデーの集まりか、全国図書館大会か、日本図書館研究会の研究集

会か。いずれにしても、1980年代前半から半ばの頃で、何度か伊藤さんの発言を聴き、

むつかしいことを、分かりやすくはっきりと主張される方だという印象を持った。

　「むつかしいこと」とは、文字通りの「難しいこと」ではなく、現在（当時）図書館

の現場や周囲で問題や議論になっていることで、図書館の自由とか、差別的な図書の取

り扱い、貸出論や選書論など、その発言のほとんどにぼくは共感した。ぼくは図書館員

になって10年も経っていなかった。それも職場は、四国のキリスト教主義の小さな単科

大学の図書館。公共図書館は、本（『市民の図書館』と『図書館の発見』）でしか知らな

いから「共感」といってもどこまで伊藤さんの発言を理解したかは分からない。むしろ、

ちょっと変わった語り口に親近感を持ったような気がする。ぼくが大学の後輩というせ

いもあったと思うのだが、なにかと声を掛けてくれ、ぼくもほとんど敬語を使うことな

く、年の離れた兄貴のように接していた。おそらく伊藤さんも、ぼくを出来の悪いやん

ちゃな弟のように心配してくれていたようで、二人で飲みながら60歳で定年というと、 

「教えるつもりがあるならどこか大学を紹介するよ」と言ってくれた。「先生」という

のは好きではないので、その時も「いやあ、ぼくが先生なんか、あきません。なんとか

酒も飲めるし」と鄭重でない断り方をしたが、「そうか、そやな」と笑っていられた。

神戸と香川なのでお会いする機会はそれほど多くはなかったが、そんな関係はまだしば

らく続くと思っていた。

　その伊藤昭治さんが2016年４月７日に83歳で逝去された。多くの方が、『図書館界』 

（July 2016　塩見昇氏、村林麻紀氏）、『談論風発』（2016年６月　西尾恵一氏、加藤ひ

ろの氏、川嶋智美氏、同９月　直井勝氏、馬場俊明氏、田井郁久雄氏）でそれぞれ心の

こもった追悼文を記されている。また伊藤さんには既に、伊藤昭治古希記念論集刊行会
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編『図書館人としての誇りと信念』（出版ニュース社、2004年）と伊藤昭治著、田口瑛子・

深井耀子編『現場からの図書館学―私の図書館人生を顧みて―』（女性図書館職研究会・

図書館職の記録研究グループ、2011年）があり、とくに後者では、伊藤さんの図書館人

としてのお仕事が自叙伝風に分かりやすく記されていて、これを読むと伊藤さんのお仕

事の大きさと、その業績を読者に抵抗なく納得させる技術に感心させられる。

　ぼくは、現場で活躍する伊藤さんも教室で講義する伊藤先生も見たことがない。集会

や研究会や懇親会で発言する伊藤さんか居酒屋で話す伊藤さんしか知らない。でも、書

かれたものにはいつも感心していた。

　京都大学の名物教授だった数学者の森毅さんがどこかで、「大学の先生も芸がないと

しんどい」と言っていたが、たしかに森さんの話ぶりや書き物には「芸」があった。図

書館（員）をぼろくそにこき下ろしていた関西大学の書誌学者・書評家の谷沢永一さん

も「芸」があった。

　さて、我らが伊藤昭治さんである。森先生、谷沢先生ほどとは言わないが、図書館の

業界ではかなり卓越した書き手だとぼくは思っていた。少なくとも途中で読者が投げ出

すようなものは書かれなかった。以下、書かれたものを引きながら伊藤さんを偲びたい。

２　一般市民に役立つものでなければ

　まず、先の『現場からの図書館学』から。

　「私が図書館に興味を持ったのは、図書館が好きでも、図書館員に憧れたわけでもあ

りません」。

　最初から、こう言われると、学生などは「へええ、伊藤先生が？」と思い、次に進む

と「1958年４月神戸市立図書館にやっと就職できました」。ここで「やっと」という副

詞が利いていて、読者の年齢によって「やっと」の意味の解釈が異なったり、自分の就

職時とつい比べたくなる。「図書館での初めての仕事は書庫出納（本出し）でした」で、

もうほとんどの人は「本出し」って何？と思うけれど、1975年に大学図書館に就職した

ぼくなどは、「そうそう」と納得する。ただ、ぼくの図書館は学生も書庫に自由に入れ

たので、ぼくの仕事はブックトラックに溜まった返却図書の配架。暇だったので「配架、

行ってきます」と言って半日ほどいろんな本を触っていた。ぼくも「書庫を廻るといろ

いろな本に出会います。こんな本があるのかと教えられるのが面白く、また自分の無知

を悟りました」。

　館長の志智嘉九郎は東京帝大出の中国文学の専門家で、レファレンスの大家。まだ、

大学卒（伊藤さんは同志社大学大学院文学研究科中退）の図書館員が少ない当時、伊藤

さんは志智に可愛がられ、文章の書き方から鍛えられる。専門家相手のレファレンス担
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当に抜擢され、ある雑誌の新刊紹介を書く仕事も与えられる。当然多くの本を読まなけ

ればならない。

　「図書館は読書施設であり、図書館員にとって本は商品である。とすれば住民から図

書館員に対して要求される第一の要件は本に対する知識です」。後に管理職になった伊

藤さんも職員に言い続ける。「どんな本でもいいから月に10冊読もう」。

　伊藤さんは、「志智から学んだものは教養人としての言動」だと言い、「図書館政策で、

私が無条件に彼を信頼できたのは、一般市民に役立つものでなければ公共図書館の発展

はないという彼の発想でした」と書く。

　今でこそ当たり前のことだと誰もが思うが、少し日本の図書館史を勉強すれば、こん

な考えを持つ公共図書館の館長はまず、いなかったということがすぐ分かる。『中小都

市における公共図書館の運営』（中小レポート）（日本図書館協会、1963年）も、『市民

の図書館』（日本図書館協会、1970年）も石井敦・前川恒雄『図書館の発見―市民の新

しい権利』（ＮＨＫブックス、1973年）もまだ出ていなかった。じっさい、利用者を増

やすためにいろんな改革を試みた伊藤さんでさえ「貸出を重視することが図書館の発展

に重要なことだと考えるようになった」のは1970年代前半になってからであった。

　その間、伊藤さんは整理係（1964年）、神戸市立長田図書館長（1971年）を経て、神

戸市立東灘図書館長（1974年）として市民に信頼される図書館を築き上げていく。1977

年には中央館の奉仕係長として神戸の新しい中央館の建設に取り組み、「中央図書館建

設の計画書」を作成する。設計は、伊藤さんが強く希望した鬼頭梓建築設計事務所。

　「いい図書館の条件とは、先ず入りやすいこと、館内がわかりやすいこと、十分明る

いこと、適当な賑わいなどで人をひきつける魅力を持っていること、少人数の職員で館

内のサービスができること、それに利用者が自由に本を選べることなどです」。

　1981年、神戸市立新中央館が開館する。伊藤さんは資料課長。貸出は約88万冊。旧館

時の6.5倍。利用者も学生中心だったのが主婦や一般社会人も利用するようになってきた。

新館開館に際し、大量の新しい図書が開架書架に配架されたのを機に、伊藤さんは、よ

く利用される本の分析を試みる。

　つまり、市販の本をほとんど購入したので、「図書館員による個性的な選書」でなく

蔵書構成は当時の流通本とほぼ同じ。とすれば、「ここの図書の利用状況を詳細に調べ

ることは、利用者の好みを端的に知ることにな」る。次には「読まれない本を買わない

ために、一度も借りられなかった本を調べ」、その次には「紛失本の実態を調べる」。

　どの調査も『図書館界』に載り、高い評価を受け、後に加筆・改題され伊藤昭治・山

本昭和編著『本をどう選ぶか―公立図書館の蔵書構成―』（日本図書館研究会、1992年）

に収録される。

　後にこの本については触れるが、伊藤さんはもちろん、思いつきで、このような面倒
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な調査をしたわけではない。入館時の志智館長の「一般市民に役立つ公共図書館」をひ

たすら目指し、日本図書館研究会や図書館問題研究会の志ある仲間たちとの真剣な討論

や研鑚、理不尽で無理解な上司への再三の説得。さらに、現場を知らない業績稼ぎの「研

究者」や新しもの好きのメディア関係者、行政の管理者のまさに「思いつき」とも闘う

ために現場で磨いてきた成果が、この調査には結実したといえる。

　だから、ここまで伊藤さんの図書館人生をたどっていけば、その苦労が報われたよう

に見えるのだが、1986年、ふつうでは考えられないことが起こる。

　1985年、市長部局から来た館長は「私が任命されたのは、専門職の職員に勝手な主張

をさせないためである」と公言し、「貸出を増やすな」「子どもの予約を制限する」「貸

出禁止の本を増やす」「図書館行事を少なくするとともに、利用についてのＰＲを抑える」

等々。さらに選書にまで介入し、利用者のリクエストや職員が選書した本で、館長の意

に添わないものは決済しない。そのうえ職員を中傷し、職員間の対立を煽動する。館内

は二分する。館長側について保身をはかるタイプ、専門職としての理念を主張するタイ

プ。伊藤さんは書いている。

　「当時、私は資料課長で、司書の長としてのポストにいました。それだけに専門職と

して、また専門職集団が守らねばならない図書館の役割・任務ついては、逆らわざるを

得ませんでした」。「毎日が館長との喧嘩でした」。

　いま、当時の資料（森崎震二・松岡要・若杉隆志編著『図書館があぶない』教育資料

出版会、1986年）を読み返してみると向井克明「貸出しを増やすな―神戸市立中央図書

館長通達」だけではなく、中曽根康弘内閣の第二次臨時行政調査会の「臨調・行革」、

同じく臨時教育審議会の第二次答申（1986年）の嵐が各地の図書館にも吹き荒れていた

ことを、そして若かったぼく（ら）はあちこちで反対集会や反対運動をしたのを半ば懐

かしく思い出す。ついでに言えば、この本で松岡要さんは「図書館に現われている行革

にはつぎのようなものがある」として「第一に図書館サービスの切り捨て、第二に職員

定数削減、非常勤・嘱託の導入、第三に資料費の削減、第四に補助金削減、そして第五

に図書館の管理委託である」と書いている。現在に引き継がれる図書館問題の負の淵源

が30年前に存在していたことがよく分かる。

　喧嘩両成敗的に以前の東灘図書館長に異動になった伊藤さんは、1988年に森耕一の誘

いにより大阪の茨木市教育委員会社会教育部理事兼図書館建設事務室長に転任。1992年、

茨木市立中央図書館長。当時、ぼくは香川県の丸亀市立図書館や高松市図書館の新築に

子ども文庫の仲間たちと関わっていたので、見学に行ったことを思い出す。

　以前から同志社をはじめいろんな大学で「公共図書館に勤める以上はこれだけのこと

は知って来てほしい」という思いを基礎にした講義と研究会等を組織してきたが、1995

年からは阪南大学教授として多くの優秀な後進を育てたことはいまさらここに書くまで
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もない。

３ 「実務者の研究には情念が先行する」

　ところで、伊藤さんは図書館でも大学の講義でも何よりも現場を大切にした実践家で

あった。書かれたものでも机上論、なかでも問題意識の希薄な業績稼ぎとしか見えない

論考や奇を衒った新しいだけの思いつき的なものは厳しく批判された。逆に言えば、す

べて読んだわけではないけれど、伊藤さんの書かれたものには「無駄な」ものは一つも

なかった、ように思う。

　図書館の役割は何か、と問えば、住民の「知的自由の保障」であり、そのために住民

のあらゆる資料要求に応えなければならない。ふつうの図書館員ならこれぐらいの答は

するだろう。資料要求に応えるためにはまず、利用者が何を求めているかを具体的に知

る必要がある。でも、これはそう簡単ではない。大学図書館や学校図書館なら、ある程

度分かる。利用者が特定できるからだ。ところが、公共図書館では、そうはいかない。

それこそあらゆる人が来る。何を求められるか分からない。従来、それを知るための手

段はなかった。多くは経験からくる憶測か、外国（特に英米）文献の引き写しであった。

「館長自らがカウンターに立つ」というのも利用者の要求を出来るだけ多く知るためで、

つまるところ経験の蓄積。「憶測の確率が増すぐらいで客観的データではない」と言わ

れたら、反論するのはむつかしい。だが、伊藤さんが組織した「読書調査研究グループ」

の調査は、その難問を見事に解き、実証的データとして提示した。その成果が『本をど

う選ぶか』であり、同じく伊藤昭治・山本昭和編著『公立図書館の役割を考える』（日

本図書館研究会、2000年）である。ここでは『本をどう選ぶか』を見ておこう。

　いつものことながら書き出しが面白い。「図書選択論の系譜」は、「『本の雑誌』の投

書欄に、移動図書館で上野千鶴子の『女遊び』を予約したところが、貸出を断られたと

いう記事があった」。これを読んだときぼくは、大学図書館で学生用の図書を選書して

いたので、「買っていてよかったあ。」と思わず呟いた。現場の図書館員なら、ドキッと

する。巧みな掴みから入って、これまでの図書選択論を歴史的に振り返る。このあたり

は下手な学術論文よりよほど的確に問題点をあぶり出す。そして「サービスを決定する

主体は住民の側にある」ことを説得力ある筆致で説いていく。「本をチェックするので

はなく良いところを評価する選択論が必要であろう」。

　「開架資料はどのように利用されるか」は極めて刺激的だ。先の神戸市立図書館の新

刊開館時の大がかりな調査だが、「効率のよい蔵書構成とは―よく借りられる本の分析―」、

「雑誌は評価されているか―利用の多い雑誌とは―」など具体的だからなるほどと思う。

でも、ぼくが悩んだのは「読まれない本を買わないために―一度も借りられない本の分
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析―」。よく読めば伊藤さんは「５年から10年で蔵書が更新されるような公立図書館」

と断っているのだが、それでも「保存を重視する図書館にあっても、一度も読まれない

本というのは図書館員の自己満足以外の意味はない」とか、「図書館員はよろこんで買

うが、利用者からは一度も読まれないというのは完全な予算のむだ使いである。予算が

少ないといいながら、一度も読まれない本を購入していないか、真摯に反省してみるべ

きであろう」と言われると、「う～ん」。

　その頃「学生用図書の充実」という名目で教員から図書館員に選書権を大きく移行さ

せ、ぼくが中心になって選書していた。たしかに学生の利用は増えたが、かなりぼくの

好みの選書だったし、今でも、一度も借りられていない本はいっぱいある。ま、大学図

書館だし、本好きの住民の利用者から「いい本がいっぱいありますね」って、何度か褒

められたけど、伊藤さん流に言うなら「図書館員の自己満足」です。すみません。

　「子どもの読みたい本と蔵書構成のずれ―『良書』は子どもに読まれているか―」も

面白い。これだけ具体例を挙げて説かれたら、公共図書館職員なら嫌でも納得せざるを

得ないだろう。「図書選択への干渉」や「著者の行動と著作の評価をどう考えるべきか」

「寄贈図書の受入れを考える」「サービスに不平等が生ずるという発想」「誰のための図

書館か」などは今でも繰り返し、どこかの図書館で問題になっている。ぼくなど「また

か」とか「もうええかげんにせえ」とかつい思ってしまう。でも伊藤さんは違う。「面

倒でもたえず発言していかねばならないことを痛感する」と言い、じっさいに亡くなる

まで主張し続けた。

　「私たちの論旨は、実務者の立場であり机上論ではない。また、そうであらねばなら

ないといった強い思いがある。実務者の研究は情念が先行する。それだけに『学問』で

はないと軽んじられることもある。しかし私たちの図書館学は、実務に役立つ理論でな

ければならないと思っている」（「はじめに」）。

　伊藤昭治さんの決意表明である。「実務者の研究は情念が先行する」。この文章に初め

て触れたとき、ぼくは失礼ながら「この人にはかなわないな」と思った。と同時に、む

かし、同じような文章に出会ったのを思い出した。

　筑豊の語り部として『追われゆく坑夫たち』（岩波新書、1960年）『地の底の笑い話』

（岩波新書、1967年）など多くのルポルタージュをものした上野英信の最初の本『親と

子の夜』（未来社、1959年、1982年復刊）の「あとがき」に上野は書いている。

　「『漫画読本』のつもりで読んでくださればそれでよい。『大衆迎合主義』と呼ばれよ

うと、『素朴リアリズム』と嘲られようと、『地方主義』と罵られようと、更に痛痒は感

じない。もともとそれら悪名たかき主義をどこまでおし進めることができるか、それこ

そぼくたちの目ざしたものであるから」。

　そして上野は、64歳で亡くなるまで「筑豊」を書き続けた。それは「私以外にだれひ
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とりとして書く者がいなかったから」（「あとがき」『追われゆく坑夫たち』）である。

　伊藤さんもまた、83歳でなくなるまで「図書館」を書き続けられた。伊藤さんの志を

受け継いで「図書館」を書く人は何人もいるだろう。それだけ伊藤さんは後進を育てら

れた。だが、「実務者の研究は情念が先行する」なぞと書ける人はおそらく、もういな

いだろう、とぼくは思う。見事というほかない。謹んでご冥福を祈ります。

 （とうじょう　ふみのり）


